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出された｡双晶面は (221)面であり,その形態は,菱形十二面体を合成したものである｡

また, [100]A〟[100]B かつ [001]A〟[011]B なる方位関係を持った2つのβ-Mnにより

構成されている微粒子も兄い出された｡

2･封止型CO2レーザ-の長時間動作の試み

安 藤 浩

CO2アイソトープを使用したレーザー発振を得るための第一段階として,封止型CO2 レー

ザ-の長時間動作を試みた｡

封止型CO2レーザ-は,レーザーガスの供給がないため,C02 の分解による出力の低下が

起こり,安定な高出力を得ることが困難である｡そのため,電極を工夫したり混入ガスを加え

たりして改善が試みられている｡今回の実験では,電極としてタングステンと触媒効果のある

白金メッキを使用して比較した｡

また,混入ガスとしてH20とXeを加え,その効果を調べた｡ その結果,タングステン電

極では出力が一定の低下率になるまでに,大きな初期低下が起こったが,混合ガスとしては

H20を加えた時に出力安定後の低下率の改善はあるが,初期低下は防げなかった｡しかし,

白金電極を用いると初期低下は起こらず,電極として有効であることがわかった｡

3. BトMn-Cu系化合物薄膜の生成過程と

磁気特性

安 藤 正 彦

Mn3Cu4Bi4化合物薄膜は,大きなKerr回転角を有し化学的に安定であることから,光磁

気記録材料として注目されている｡ 本研究ではこの化合物薄膜の生成過程,磁気特性および光

磁気特性を検討した｡得られた結果は以下のように要約される｡

<生成過程> 約10oC/minの速度で昇温する際,三層膜はその拡散初期の段階でMno.9-

Cuo.1Bi化合物を生成する｡その後Cu原子の拡散にともない,強磁性化合物Mn3Cu4Bi4が
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生成され,約 350℃で生成を完了する｡この生成途中においてはBiが表面に優先的に拡散す

るのが特徴的である｡

<光磁気特性> 5000Å-～8000Åの測定波長に対するKerr回転角 βKは,波長の増加と

ともに減少する｡またいずれの波長においても,膜厚の増加にともないKerr回転角は増加す

る｡

<磁気特性> 保磁力H｡は膜厚の増加に対して減少し,一方磁化反転開始磁場Hnは膜厚

とともに減少して約500Å以下の膜厚では負の値を示す｡

4.骨格筋の潜伏弛緩現象と超音波弾性率

伊 神 盛 志

刺激直後の骨格筋の発生する張力を高感度高分解能で記録すると,張力発現の前にごくわず

かな弛緩が起こっている(潜伏弛緩 )0

この現象と超音波弾性率の変化を同時に測定したところ,次の結果を得た｡

1.潜伏弛緩の始まる時点から弾性率変化開始までの時間の記録を使ってアレニウスの活性

化エネルギを計算すると, 47kJ･mol~1の値を得た｡

2. 弾性率の変化開始点と弛緩曲線の変曲点の位置はほぼ一致した｡

5. ファブリ･ペロー干渉分光法 (計算機実験)

伊 木 保 雄

ファブリ･ペロー干渉計で得られる干渉図形とスペクトルの関係を積分方程式とみなし,ヒ

ルベルト･シュミットの解法を用いて解き,従来の方法より高分解能のスペクトルの再生が可

能であることを,遠赤外広帯域の場合と可視域超高分解の場合について計算機実験で示す｡

特に,前者では,ファブリ･ペロー干渉計を構成する二枚の反射膜の遠赤外域での特性を加味

した,より一般的な解法を試み,後者では,可視領域 20000crli11(5000Å)で分解能 0｡00368

cml (0.00092Å)のスペクトル線プロファイルの再生が手元の小さな計算機ででも可能であ
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